
仕様書 

 

 

１．件  名  大阪市立自然史博物館展示ケースの製作業務委託 
 

２．数  量  1台 

 

３．仕  様  傾斜型のぞきケース 

外寸法：W1800㎜×D900㎜×H900～1038 ㎜ 

展示床高さ：500㎜ 

気密性：エアタイト 

開閉：跳ね上げ式（ダンパー補助） 

ガラス：高透過ガラス 

ガラスフィルム：飛散防止＋低反射フィルム 

内装：美術館・博物館専用の平織物クロス  

上部照明：調光機能付き高演色照明  

（演色性：Ra96 標準色温度：3500k 調光：3～100%） 

化学物質吸着フィルターファンユニット装着 

フィルター：有機酸用１個（予備フィルター１個） 

キャスター及びアジャスター付き 

 

４．装置詳細  別添特記仕様書及び図面参照 

 

５．納入場所  大阪市立自然史博物館 （大阪市東住吉区長居公園 1-23） 

 

６．納  期  令和９年３月３１日 

 

７．納入時の注意事項 

（１） 納入にかかる必要経費は全て受注者負担とする。 

（２） 納入日時・設置場所・作業工程詳細については、事前に担当職員と調整し決定する

こと。 

（３） 作業車両の進入及び作業に際し施設利用者等の安全について十分に注意すること。 

なお、作業車両駐車場及び資材置き場について、事前に担当職員と協議のうえ決定

し、使用後は原状に復帰すること。 

（４） 作業に当たり、搬入用エレベーター・施設の整備等に損傷等を与えないように養生 

し、注意すること。 



（５） 安全対策については現場の状況に応じ適切な方法を講じること。 

（６） 作業にあたり問題が生じた場合は速やかに担当職員と協議すること。 

（７） 納品時に製品の取り扱い説明を行うこと 

（８） 作業終了後、清掃し、廃棄物は持ち帰り、正しく処分すること。 

 

８．担  当 

大阪市立自然史博物館 学芸課 

TEL：06-6697-6221  FAX：06-6697-6225 

 
９．その他 
  本仕様書に疑義が生じた場合、又は本仕様書に定めのない事項が生じた場合は、当館と

受注者の協議によるものとする。 



特記仕様書 

 
一般事項 
 ⑴ 使用する主要部品、部材は日本工業規格（JIS）又は国際標準化機構（ISO）に準拠すること。 
 ⑵ 展示ケース一式は、JIS 表示認定、ISO9001若しくは ISO14001認定、又は同等の規格認定を受け

た工場又は会社で管理して製作、設置を行うこと。 
 ⑶ 納入後に通常の使用により 1 年以内に異常が生じた場合は、速やかに無償で修理又は部品の交換

を行うこと。 
 
特記仕様 
◎ガラス  
  ・気泡、傷、異物等が極力含まれていないものが使用されていること。 
  ・全てのケースの見え掛かり部分のガラスは高透過ガラスとし、飛散防止効果、帯電防止効果、UV

カット機能を備えた低反射フィルムを両面に貼ること。 
◎接着剤 
  ・内装ボードに使用する接着剤は 1 液型変形シリコーン樹脂接着剤を使用すること。 
◎仕上げ材・塗装 
  ・外装材にはスチールを用い錆止め加工及びアクリル樹脂焼付塗装仕上げとすること。 

・内装材の仕上げ材、色等は担当職員に実物サンプルなどを提出、承認を得ること。 
・アンモニア・有機酸・ホルムアルデヒドなどの有害物質の放散が、下記に示す「独立行政法人国立
文化財機構東京文化財研究所の展示収蔵空間における空気質の望ましい基準値」（以下、「東京文化
財研究所の基準値」という。）を下回る美術館・博物館専用の平織物クロス貼りとすること。 

東京文化財研究所の基準値 
汚染物質 室内空気汚染物質濃度の基準値（ppb） 
ホルムアルデヒド 80ppb（0.08ppm） 
有機酸（酢酸） 170ppb 
アンモニア 30ppb 

・壁紙 仕上げ色については担当職員と相談のうえ決定すること。  
・使用するクロス接着剤はでんぷん系（F☆☆☆☆）とすること。 

◎ケース内部の空気環境 
  ・ホルムアルデヒド、有機酸、アンモニアについては、東京文化財研究所の基準値以下に収めること。 
  ・展示ケース内のホルムアルデヒド、有機酸、アンモニア濃度を北川式検知管にて測定し、担当職員

に報告書を提出すること。測定回数は納品後 2 回とし、測定時期は担当職員と協議のうえ決定す
ること。 

  ・納品後の測定において、東京文化財研究所の基準値を超える場合については、速やかにその後の対
応策を提示、実施すること。 

  ・対応策実施後には再度測定を行い、担当職員に報告書を提出すること。 



  ・ケース内には調湿ファンを設け、カセットタイプの調湿剤及び有機酸吸着フィルターを設置でき
ること。（調湿剤は当館にて準備する） 

   
 




